
古代都市の環境・景観
復原のための地理情報

データベースの構築

本報告では、地理情報システムを活用した古代都市の地理
情報データベースの構築方法と、そのデータベースを活用し
た環境・景観復原の事例について紹介する。ここでは、主に
刊行された発掘調査報告書からどのように地理情報を抽出し
デジタル化するかということに焦点を絞り説明し、取得した地
理情報から古地形、かつての河川の活動や地下水の動きな
どの古水文、都市構造をどのように復原するかということにつ
いて課題も提示しつつ検討する。
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